
[H29.3 レポート] 

中国 香港特別行政区 ＵＷＣ香港校 丸山さん 
留学期間：Ｈ28.9～Ｈ30.6（2 年間） 

 

私は昨年の夏から、ユナイテッド・ワールド・カレッジ香港校に２年間の留学をし

ています。ユナイテッド・ワールド・カレッジでは世界中から様々なバックグラウン

ドを持った生徒が集まり、共に生活しながら学校生活を送っています。 

このカレッジで半年間生活して学んだことは、文化が果たす役割とその重要性です。

香港ではエスニックマイノリティと呼ばれる、民族的に香港人でない人々の人口が多

く、カレッジにもそのようなバックグラウンドを持つ生徒がいます。このような香港

の社会状況や、カレッジの生徒が持つバックグラウンドから、文化は国籍より重要な

役割を果たすということにまず気づかされました。エスニックマイノリティの生徒た

ちにとっては、自分の民族的な文化は自分が育った香港文化と同じくらい、時にはよ

り重要な要素です。 

私たちのカレッジでは、カルチュラル・イヴニングというイベントが定期的に開か

れます。このイベントでは、中東、ヨーロッパ、アフリカなどの文化ごとに分かれて、

その文化に属す生徒がその文化を発表し、生徒同士で文化を共有し合います。私は

APECという文化グループで活動しました。このカルチュラル・イヴニングを通して、

自分たちの文化を発信できたと同時に、自分自身の文化の知らなかったことを学ぶこ

とができました。多様な文化が混ざり合うこのカレッジでは、文化は自分のアイデン

ティティーの重要な要素であり、私たちはそれぞれの文化の違いを共有することを楽

しんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

世界各国から集まった UWCの仲間たち カルチュラル・イヴニングの様子 

チャイナ・ウィークで 

中国本土を訪問した時の様子 

 

「日中青年会議」と称し 

中国の青年たちとも交流 


